
１．背景・目的

【かほく市（石川県）】かほく市官民連携プラットフォーム

今年度は新たなテーマとして、第２次かほく市総合計画（H28.3）により「賑
わい創出エリア」に位置付けた北部交流ゾーンに立地する道の駅高松の
利活用促進に資する官民連携事業の実施検討を行う。

道の駅高松は、のと里山海道の無料化によって入込客数が増加したもの
の、昨今の近隣道の駅との競合等を背景に、売上高・入込客数の維持、
滞在性を有したエリア創出が産業振興における課題とされており、道の
駅周辺資源との連携が求められている。

２．事業概要

【事業関係図面等】

メインテーマ：道の駅高松の活性化

現状、指定管理で運営されている道の駅について、周辺公有地の利
活用によって道の駅の魅力向上を図る。

道の駅に隣接する公有地等と道の駅を一体的に捉えたパブリックス
ペース活用アイディアを民間事業者等から募り、事業化を検討する。
サブテーマ：公園の包括管理の導入検討
平成29年度に引き続き、市内116の公園（都市公園、防災公園、農
業公園）を対象とした包括管理の導入について検討を行い、次年度
以降の案件化につなげる。

３．地域プラットフォームの取組概要

４．これまでの取組成果と課題等

かほく市として初めて民間事業者に参加を呼びかけ第1回プラットフォーム
を開催し、官民連携の事業アイディアの掘り起こしを行った。また、第2回
プラットフォームとして勉強会を開催し、庁内理解の促進に取り組んだ。
市が目指す「身の丈PPP」（地元が中心となるPPP）の実現に向けては、この
ような取組を継続し、官民双方の理解を深めていくことが求められる。

加えて、具体的な事業化に向け、募集要項や事業内容の案を示したうえ
で、より詳細な意見や提案を求める官民対話の実施等が必要となる。

公園の包括管理については、先進事例を研究し、導入の要件や課題を検
討した。次年度以降は導入に向けたより具体的な取組が求められる。第１回プラットフォーム 第２回プラットフォーム

実施日

開催趣旨

プログラム

平成30年10月11日（木） 平成31年2月19日（火）

官民連携の事業アイディアの
掘り起しを行う。
次年度以降実施に向けた個別
検討を行う予定であることをプ
ラットフォームに参加する事業
者等と共有する。

庁内におけるPPP/PFIへの理
解醸成を図るため勉強会形式
により実施する。
先進自治体実務担当者の講演
から、かほく市における課題へ
の対応方針を探る。

プラットフォームの概要説明
道の駅高松の概要説明
官民連携の事例紹介

道の駅高松及び周辺公有地の
利活用アイディアの掘り起しWS

かほく市のこれまでの取組
先進自治体の取組について

地元企業の参画について（参
画促進に関する事例紹介）

５．今後の活動計画

【対象エリア図】

平成31年度以降は、道の駅高松の活性化に向けた官民連携事業の主た
る候補地が海岸であることを踏まえ、石川県等の関係機関との協議を継
続し、海岸の占用に向けた課題と解決策を引き続き検討していく。
今年度把握した活用アイディアを生かしながら、公募実施に向けた要項等
の原案を作成の上、第3回プラットフォームを活用するなどして官民対話を
実施し、公募要件の精緻化や民間事業者の参画意向の把握を進める。
また、市有施設の再編・再配置の取組と連動したPPP/PFI手法の適用を
検討するなど、新たな案件の形成にも積極的に取り組む。
公園については、包括管理導入に向けたステップとして、これまで単年度
発注だった芝・植栽等の管理について、市内4か所の公園を対象に平成
31年度から3年間の長期継続契約の締結を予定している。

参加者
民間事業者（建設、設計、マリンス
ポーツ、飲食等）、金融機関、かほ
く市職員等 計25名

かほく市職員 計46名

平成29年度は、南部交流ゾーンにぎわい創出エリアの活性化や公園の包括管
理に関し、庁内勉強会や官学金による地域協議会を開催し、理解醸成を図った。
昨年度の議論を踏まえつつ、今年度は具体的な案件化に向けた検討を行った。


